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今月の赤ちゃん

深夜にご自宅で陣発し、順調にお産が進ん
で朝方にご出産となりました。
立ち会いはパパさんのご予定でしたが、
里帰り中で県外からの移動のため、残念な
がら間に合わず…。その代わりに、2歳の
お姉ちゃんとおばあさまが立ち会ってくだ
さいました。

お姉ちゃんは夜中にもかかわらず、ずっと
ママのそばを離れず、一生懸命励まし続け
てくれました。その姿はとても健気で印象
的でした。ご家族に見守られた、温かな
出産のひとときとなりました。

（担当 秋元）

マタニティクラスのご案内や、入院中のお食事、季節のイベントの様子
など、“いま”の当院を写真とともにお届けしています。ぜひQRコード
からアクセスして、ご覧ください。フォローもお待ちしています。

当院の公式Instagramで、
最新情報を発信中！

お産の安心ガイド ～分娩方法のご案内～

8月末に第2回ベビーマッサージを開催しま
した。
当日は5組のママと赤ちゃんがご参加くださり、
なかには第1回にも参加されたリピーターの方
もいらっしゃいました。

今年の8月は暑い日が続き、ベビーカーでの
お散歩もなかなか難しい時期でしたが、涼しい
室内でのベビーマッサージを通じて、親子で
リフレッシュしていただく良い時間となりまし
た。

今後も定期的に開催を予定しておりますので、
ぜひお気軽にご参加ください。

5人目の出産で初めて汐見台病院を
利用しました。立ち会いなしで不安も
ありましたが、助産師さんの丁寧な
サポートと温かい声かけで安心して
出産できました。入院中もスタッフの
皆さんが親切で、次回もぜひこちらで
お世話になりたいと思っています。

2人目の出産で不安もありましたが、
助産師さんが腰をさすってくれたり、
手を握ってくれたことが心強かった
です。
入院中に預かってくれたり、気にかけ
てくれたり嬉しかったです。
本当にありがとうございました。

2回目の出産もこちらでお世話に
なり、温かく寄り添ってくださる
助産師さんのおかげで安心して過ご
せました。お祝い膳はまるでご馳走の
ようで、豪華でとても美味しかった
です。家族のように
接してくださる
スタッフさんがいて、
友人にもぜひおすす
めしたい産院です。

出産前から入院中まで、親身に寄り
添っていただき、安心して過ごせま
した。こちらの気持ちを丁寧にくみ
取ってくださり、不安なく毎日を送る
ことができました。

産後アロマの時間、
びっくりするほど
癒やされました。

妊婦健診から出産・入院まで、大変
お世話になりました。
助産師さんのサポートで無事に分娩
を乗り越え、入院中も授乳の指導や
産後リハ、アロマセラピーなど丁寧
なケアに感謝しています。
本当にありがとうございました。

4人目の出産でも汐見台病院にお世
話になり、先生や助産師さんの温かく
丁寧な対応に安心して産前・産後を
過ごせました。赤ちゃんやおっぱいの
チェックも丁寧で、ご飯もとても美味
しかったです。
次があるなら、またぜひここで産みた
いと思える素晴らしい病院でした。

第2回 ベビーマッサージ開催報告

当院では、できるだけ医療的な処置を行わず、陣痛の
始まりを待って赤ちゃんが産道を通って生まれる
「自然分娩」を大切にしています。

メリット
・自然の流れに沿ったお産を経験
できる

・ご家族の立ち会いが可能で、誕生
の瞬間を共有できる

自然分娩 誘発分娩・促進分娩

赤ちゃんがなかなか出てこられなかったり、お母さま
の体力が低下している場合には、吸引器を用いて
分娩をサポートすることがあります。

必要に応じて行われる処置であり、母子ともに安全に
出産できるよう医師が判断します。

吸引分娩

帝王切開

お産にはさまざまな方法があり、どの方法が選ばれるかは妊婦さんや赤ちゃんの状態によって
 異なります。当院では「お母さまと赤ちゃんの安全」を第一に考え、最適な方法を医師・助産師が
一緒に判断し、サポートいたします。
安心してご出産に臨んでいただけるよう、どうぞお気軽にご相談ください。

経膣分娩を予定していても、次のような場合には人工的
に陣痛を起こしたり、進行を助ける処置を行うことがあ
ります。

・破水後、時間が経っても陣痛が始まらない場合
・出産予定日を1週間以上過ぎても陣痛の兆しが

  ない場合
・陣痛が途中で弱くなり、お産の

  進行が止まってしまった場合

その際には、陣痛促進剤（点滴）
 やバルーンを用い、安全に
 お産が進むようサポート
 します。

次のようなケースでは、帝王切開による出産を選択
する場合があります。

・過去に帝王切開をしたことがある場合
・逆子（さかご）の場合
・母子の健康状態から経膣分娩が
 困難と判断された場合

帝王切開は医師の判断のもと、
安全に赤ちゃんを迎えるための方法です。
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